
氏名 西脇  二一

大学院博士後期課程
担当科目

・
・
・

通信教育部担当科目

・情報処理（前期・スクーリング）
・

1977　京都大学大学院理学研究科地質学鉱物学専攻　修了

1977　京都大学理学博士

地球情報学　地球倫理学

最終学歴

　【研究上の特記事項】

大垣市教育委員会委託研究「金生山化石調査」調査担当責任者

　【学内活動】
（学内職歴を含む）

図書館委員会委員
就職委員会委員
大学院FD委員会委員
情報処理センター運営委員
ネットワーク委員会委員

専門分野

・自然地理情報特論（通年）
・心理統計法特論（後期）

授業科目

学部担当科目

・社会調査特殊講義（五）（前期）
・社会調査特殊講義（六）（前期）
・社会調査特殊講義（七）（後期）
・社会学応用実習Ⅰ（前期）Ⅱ（後期）
・情報学応用実習Ⅰ（前期）Ⅱ（後期）
・演習Ⅰ（前期）Ⅱ（後期）
・演習Ⅲ（前期）Ⅳ（後期）
・表現技法Ⅰ（前期）
・

所属学会

研究課題

　【教育上の特記事項】

　【社会的活動】

演習・実習科目で教育支援システムおよびe-learningシステムを利用

日本情報地質学会　会長
国際地球倫理学会IAGETH　副会長
情報知識学会　編集委員
大垣市史執筆委員（自然史編）
金生山化石館運営委員

平　成　25　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

取得学位

日本情報地質学会　国際数理地質学会IAMG　情報知識学会　日本地質学会　日本古生物学
会　応用地質学会　地盤工学会　土木学会　計算機統計学会　日本リモートセンシング学
会　国際堆積学者協会IAS　国際古生物学会IPA　堆積地質学会SEPM　米国花粉学会AASP
国際地球倫理学会IAGETH　ベンソス学会　金生山化石研究会

地球科学データのシステム化に関する研究
赤坂石灰岩の地質学的古生物学的研究
地球倫理学の発展に関する研究

大学院修士課程
担当科目
（博士前期課程含）



単著

単著

単著

単著

共著

共著

共著

⑥リスクコミュニケーションにお
けるジオエシックス

2013年12月

Proc. First Intern.
Conf. on Geoethics

2013年10月

2013年10月

Proc. First Intern.
Conf. on Geoethics

Proc. First Intern.
Conf. on Geoethics

第23回環境地質学シ
ンポジウム論文集

上記⑤におけるジオエシックスの概念
を、東北大震災におけるコミュニケー
ションの事例にもとづいて解説した。共
著者：西脇　二一・Jose Luis González
Garcia・ Jesús Martínez-Frías, pp. 85-
88

①地球科学情報の評価と責任 2013年6月 情報地質

地球科学情報は自然災害の予測、防
災、減災等に重要であり、それを正しく
評価して公表することが重要である。そ
の評価と公表の基準と責任のあり方に
ついて考察した。vol.24, no. 2, pp. 80-
81

2013年10月

Abst. 2nd Intern.
Symp. & 1st IUGS
ISCJ Intern. Workshop
on Natural Hazard

奈良大学総合研究所
報

2014年3月

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名

称

発行又は
発表の年月

単著､
共著
の別

概　　　　　　　要著書､学術論文等の名称

⑦ペルム紀赤坂石灰岩の地質
古生物学的研究　その３　最上
部層の層序とフズリナ生層序

研究業績[著書、学術論文等]

①

（学術論文）

（著書）

2013年10月

自然災害に関わる地球科学情報の処
理の流れを整理し、処理の各過程で
データ、情報および知識を評価して次
の課程に進むことの重要性を指摘し
た。pp. GA3.1-5

自然災害が危惧される場面で自然科学
者は正確な情報を発信する責任があ
る。そのために必要な科学者の姿勢
を、過去に日本で起きた4つの自然災
害の辞令の中で考察した。pp. GD2.1-
4

④Introduction of the G-EVER
and Importance of Geoethical
Elements in Risk Management

自然災害等の危機には科学的・技術的
な対応が基本であるが、それが有効に
機能するためには研究者、行政、マス
コミおよび一般市民の間でのコミュニ
ケーションが重要であり、そこで必要な
ジオエシックスの視点について考察し
た。共著者：Jose Luis González
Garciaa, Jesús Martínez-Fríasb and
Niichi Nishiwaki, pp. 179-182

赤坂石灰岩最上部層の現地調査およ
び薄片資料の検鏡により明らかになっ
た最上部層の層序・構造およびフズリ
ナ生層序について記載し、問題点を指
摘した。共著者：西脇二一・高木洋一・
橋本秀雄・説田武紀・小野輝雄, pp.
73-94

アジア太平洋地区における地震と火山
噴火に関する危機管理を検討する新し
い国際プロジェクトを紹介し、そのプロ
ジェクトにジオエシックスの概念を導入
する必要性を論じた。pp. GD7.1-2

②Importance of Geosciences
Information in Case of Natural
Hazard

③Responsibility of
Geoscientists Who Asked to
Publish Information on the
Predicted Natural Hazard
Several Case Studies-

②

③

④

⑤

⑤Geoethical elements in risk
communication
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単著

共著

共著

⑤Geoethical elements in risk
communication

2013年10月

2nd Intern. Symp. &
1st IUGS ISCJ Intern.
Workshop on Natural
Hazard, Sendai, Japan

学術論文⑤の口頭発表

2013年6月

③Responsibility of
Geoscientists Who Asked to
Publish Information on the
Predicted Natural Hazard
Several Case Studies-

④Introduction of the G-EVER
and Importance of Geoethical
Elements in Risk Management

2013年10月

2013年10月

学術論文⑥の口頭発表2013年12月

Geoinforum 2013、つく
ば

1stt Intern. Conf. on
Geoethics, Pribram,
Czech Rep.

1st Intern. Conf. on
Geoethics, Pribram,
Czech Rep.

1st Intern. Conf. on
Geoethics, Pribram,
Czech Rep.

第23回環境地質学シ
ンポジウム、つくば

①地球科学情報の評価と責任

学術論文③の口頭発表

（学会発表）

2013年10月

学術論文①の口頭発表

学術論文②の口頭発表

⑤

①

③

（その他）

②

④

②Importance of Geosciences
Information in Case of Natural
Hazard

⑥リスクコミュニケーションにお
けるジオエシックス

学術論文④①の口頭発表


